
公園にしたい！

新しいゲ
ストハウ

スを！ テレワーク用に！

縁る ! 選る！ 寄る！

行政主催のワークショップ等で

活用方法の検討。

②　活用方法の相談

管理を行政に一任。

情報を集約する。

①　空き家の誕生

新しい「よる」場として、

地域を支える建築として再出発！

④　「よる」場として再出発！

地域に拠点を置く会社と工事を行う。

景観の共通点として、「よる」場には

阿寒産木材のルーバーを設置。

③　「おいろなおし」の施し

＋

現在

理想

老朽化外部
への
移住 店舗の閉業

空き物件の増加。持ち主の高齢化や、持ち主と連絡がとれない等、

手入れが行き届かずに放置されている。

空き物件の有効活用・整備、

住民・移住者などへ向けてまちに不足している要素の当てはめ

地域住民の声を聴き

更新を目指し、

満足度アップにつなげ

愛されるまちに

縁る
よ

選る
よ

寄る
よ

まち全体の規模は今後縮小

していくことが想定

その中でも人々から

「選ばれる」まちに

様々な人たちが

行き交うこの地に、

いままで以上に

「立ち寄って」

もらえるまちに

図 1　阿寒町の現状と理想

図 2　3つの『よる』場

図 3　『おいろなおし』方法

①～④を各物件で行う。短期間で数多くの工事は難しいが、長期的な目線で、町全体の「おいろなおし」を進めていく。
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♯阿寒町によってって -「縁る」「選る」「寄る」場の整備で、まちの「おいろなおし」を！-

ヨッテ


